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がん患者・家族の経済的な負担感大

こころ、からだの「痛み」も解消されず

-1600人 の「がん患者意識調査」結果一

● がん の治療 にかか つた費用につ いて 、71%が「負担 が大 きい」 と回答

がんの治療にかかった費用について 「とても負担が大きい」「やや負担が大きいJと 回答 した人は

合わせて 71%であった (図 1)。

がんの治療にかかつた費用額別"1にみると、年間 130万円以 上を治療に費や した人の 87%が「とて

も負担が大きいJ「やや負担が大きいJと 口答 している (図 1)。

また全回答者の 7%が、経済的な負担が原因となり治療を断念 したり、最も受けたい治療を諦め男J

の治療を選択するなど、何 らかの形で治療を変更したと回答。転移 。再発の経験のある回答者では、

13%が治療を変更したと回答 している。経済的負担により治療の中断や変更を余議なくされている患

者の存在が改めて浮き彫 りになった。

● がん の治療 を通 した総合的な悩み一一「落 ち込み や不安、恐怖 な どの精神 的 な こと」

が首位 、「痛み・ 副作用 、後遺症 な どの身体 的苦痛 」が第 2位

がんの治療を通しての悩みについては、回答数が多い順に 「落ち込みや不安、恐怖などの精神的

なこと」 (64%)、 「痛み 。副作用、後遺症などの身体的苦痛」 (60%)であつた (図 2)。

がん治療を通 しての悩みで身体的苦痛が上位にあがる一方で、痛みを和らげるための “疼痛ケア"

を受けた経験の有無については、「疼痛ケアを受けたことがある」と回答 した人は全体の 17%に と

どまつた。「疼痛ケアを受けたことがないJと答えた人は全体の 59%であった (図 2)。

(裏面につづく)

■1が んの治療やその後遺症の軽減にもつとも費用のかかった 1年間 (1月 ～12月 )の合計額。保険診療や差額ベ ッ

ド代などの療養費、自由診療での出費、それ以外の健康食品などの代替医療での出費などを含む。なお、本調査にお

ける平均値は 1329万円であつた。

調査結果のポイント

● がんの治療にかか った費用一回答者の 70%以上が「負担大きい」

● がんの治療を通 しての悩み一「落ち込みや不安、恐怖などの精神的なこと」が首位、

「痛み・副作用、後遺症などの身体的苦痛」が第 2位

● がんの診断や治療に 4人に 1人が「不満足」。不満足の理由は「精神面に対するサポ

ー トが不十分」「情報が少ない」
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● がんの診 断や治療 に 4人に 1人が「不満足 J。 不満 足の理 由は「精神面に対す る

サポー トが不十分」「情報 が少な い」

がんの診断や治療方針の決定過程、受けた治療の満足度については、「不満足」「どちらかといえ

ば不満足」と回答 した人を合わせると約 25%で ある (図 3)。 不満足の理由を聞いたところ、「情報

が少ない」、「精ネ申面に対するサポー トが不十分」などが上位にあがつている (図 3)。

診断や治療などの医療技術が徐々に進歩 している一方で、精神面に対するサポー トや情報に

関する事柄など、より質の高い療養生活を送る上で欠かすことのできない部分に対する不満が

高いことが示された。

● ま とめ

本調査で浮き彫 りになった、がん患者やその家族・遺族の抱える3つの 「痛み」は以下の通 り。

1 経済的な痛み

治療にかかつた費用について負担を感 じている回答者は70%以 上と多く、中には望む治療をあき

らめた人もいたことが明らかになった。

2 こころの痛み

がんの治療を通 して、精神的なことについて悩んだ経験のある人が64%と 最も多かつた。

3.か らだの痛み

がんの治療を通 しての悩みのうち、身体的苦痛をあげた人は60%であり2番 目に多かつた。一方で、

本調査では60%近 くの人が疼痛ケアを受けたことがないと同答 した。

がん対策基本法に基づき策定されたがん対策推進基本計画には、全体目標 として、がんの死亡者

の減少とともに「すべてのがん患者およびその家族の苦痛の軽減ならびに療養生活の質の維持向上」

が掲げられている。がん対策基本法施行から3年が経過 し、基本計画の対象期間が残 り2年 となった

今、この 「苫痛の軽減」という大きな柱をよリー層充実させていくことが、喫緊の課題である。
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上記調査項目以外の 「がん患者意識調査結果」は、当機構のウェブページで報告する予定です。

結果公開にあわせてメディアを対象としたワークショップの開催も予定しています。詳細につきま

しては再度ご連絡いたします。

※本プレスリリースは、がん政策情報センターのウェブサイ ト (http:〃 ganSeisaku net)に てご覧い

ただけます。

■ 調査調査の実施概要

「がん患者意識調査」

調査目的 :  がん患者・経験者やその家族の実体験からがん医療政策に関連する問題点や課題を可視化するとと

もに、がん患者 .家族・遺族のがん医療政策や対策についてのニーズを把握する

調査対象 :  がん関連の患者団体に所属 しているがん患者・経験者とその家族

調査方法 :  郵送調査、インターネッ ト調査

※郵送調査/全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した 105団 体に協力を依頼 し、

承諾が得られた 87団体から各会員へ郵送

※インターネット調査/全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した患者団体に

e―ma■ で依頼し、団体ウェブページやメーリングリス トなどで調査専用ウェブサイ トを告知

調査期間 : 20C19年 11月 13日 ～12月 31日

有効回答数 : 1618件/郵送 :1424件 (88%)、 ウェブ :194件 (12%)

■ 日本医療政策機構とは

特定非営利活動法人日本医療政策機構 (東京・千代田区)は、「市民主体の医療政策を実現すべく、中立的なシン

クタンクとして、幅広いステークホルダーを結集 し、社会に政策の選択肢を提供すること」をミッションとする、

超党派・民間・非営利の医療政策シンクタンクです。

http://www healthpolicy institute Org

■ 市民医療協議会 がん政策情報センターとは

市民医療協議会は、日本医療政策機構において、市民・患者主体の医療政策の実現を推進 している部門です。がん

政策情報センターは、市民医療協議会内のがん対策担当チームです。

httl17/ww‐ kal■Jakai org

http:〃 ganseisaku net

■「がん患者意識調査」に関するお問い合わせ先

日本医療政策機構 市民医療協議会 がん政策情報センタ

Tel:03-5614-7796   Fax:03-5614-7795

調査担当 :山 口、湯澤 E‐ inai■ resear山@ganseisaku net

■メディアワークショップ 。取材・報道等に関するお問い合わせ先

日本医療政策機構 市民医療協議会

Tel:03-5614-7796   Fax:03-5614‐ 7795

広報担当 :場澤  E‐ ma■ :infαoganseisaku net
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がん患者意識調査 概要

口調査対象: がん関連の患者団体に所属しているがん患者・経験者とその家族
・調査方法: 郵送調査、インターネット調査

※郵送調査/全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した105団体に

協力を依頼し、承諾が得られた87団体から各会員へ郵送
※インターネット調査/全国のがんに関連する患者団体の連絡先より抽出した患

者団体にe―mailで依頼し、団体ウェブページやメーリングリストなどで調査専用
ウェブサイトを告知

口調査期間 : 2009年 11月 13日 ～12月 31日

口有効回答数 :1618件 /郵 送 :1424件 (88%)、 ウェブ:194件 (12%)

・回答者内訳

アンケート回答者

拶М鰤黎歩攣羹轟

出典 :特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年 度

あまり負担では
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やや負担が大

きい
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がんの治療にかかった費用について、71%が「負担が大きい」と回答

|がんの治療にかかつた費用は、どの程度の負担感がありましたか。【問23】         |

負担ではない

5%
とても負担が大

きい

30%
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がんの治療に年間130万 円以上かかった人・ の
87%が「負担が大きい」と回答している

拿最も費用のかかつた1年間 (1月 ～12月 )の合計額が
130万円以上と回答した405人 (全回答者のうち、金額
について回答のあつた者の32%)

出典 :特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年 度
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がんの治療を通した総合的な悩み――『落ち込みや不安、恐怖などの精神的
なこと」が首位、「痛み・副作用、後遺症などの身体的苦痛」が第2位

|がんの治療を通して、どのようなことについて悩みましたか。【間20】※複数回答可      |

落ち込みや不安、恐怖などの精神

的なこと

痛み。副作用、後遺症などの身体

的苦痛

これからの生き方、生きる意味な

どに関すること

収入、治療費、将来への蓄えなど

の経済的なこと

仕事、地位、人間関係などの社会

とのかかわり

夫婦間、子供との関係などの家

庭。家族のこと

医師や看護師等とのかかわり

(n=1618)

(0/。 )

64

40

疼痛ケア(がんに関連する痛みやがんの治療による痛み
を和らげる治療)を受けたことはありますか。【間16】

受ける必要
力くなかつた

21%

ない

59%

出典 :特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査」2009年 度

満足

医療機関の診断

治療方針の決定過程

受けた治療
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(n=438)
・情報が少ない(57%)
。相談できる病院内スタッ
フが不十分(56%)

・精神面に対するサポート

が不十分(53%)

―― ― ― ― ´

(単位 :

がんの診断や治療に4人に1人が「不満足J

不満足の理由は「精神面に対するサポートが不十分」「情報が少ない」

|がんと診断されたとき、医療機関の診断は満足のいくものでしたか。【問13】         |
1初期の主たる治療方針について、治療方針の決定過程は満足いくものでしたか。【間14】   |
1今あるいは直近の治療について、受けた治療は満足いくものでしたか。【問15】       |

どちらかといえば    どちらかといえば  不満足  【不満足の理由(上位3つ )】満足         不満足
(n=469)

・情報が少ない(60%)
・精神面に対するサポート

が不十分 (55%)

・医療スタッフの対応に問

(n=330)
・精神面に対するサポート

が不十分(54%)
・情報が少ない(48%)

・治療の質が期待通りで

ない(30%)

出典 :特定非営利活動法人 日本医療政策機構 市民医療協議会「がん患者意識調査J2009年度

n=1618)


